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。新成人祝福式 (9時半ミサ)
・新成人の祝賀会 0小教区新年会

(9時半ミサ後)
21日 (日 )
0福音宣教の実践に向けて

シノドス的実践…学習会(9時半ミ
*と もに歩む教会～第1回 :交わり～

カトリック大名町教会主催

7日 (日 一
月

一
日
は

「神
の
母
聖
マ
リ
ア
」
の
祭
日
。

し
て

「世
界
平
和
の
日
」。　
一
月
は
特
に
世
界

平
和
を
祈
る
月
。

マ
リ
ア
さ
ま
を
通
し
て
救
い
主
を
与
え
て
く
だ

っ
た
神
さ
ま
に
感
謝
し
、
救
い
の
喜
び
を
味
わ

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
世
界
に
平
和
が
訪

ま
す
よ
う
に
祈
り
続
け
ま
し
よ
う
。

日程 :毎週木曜日10時 019時

蛛
日程 :毎週木曜日14時
*右のQRコードを読み取ると
ジョン神父の聖書講座を見
ることができます。
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私
の
母
国
は
ベ
ト
ナ
ム
で
す
。
日
本
の
正
月
は
１
月
１

日
か
ら
３
日
ま
で
の
間
で
し
ょ
う
か
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
テ
ト

の
日
は
、
毎
年
少
し
異
な
り
ま
す
。
今
年
は
、
２
月
１０

日
か
ら
十
日
間
く
ら
い
で
す
。

１
月
８
曰
く
ら
い
か
ら
テ
ト
の
準
備
を
し
ま
す
。
家
の

内
外
や
お
墓
の
掃
除
、
テ
ト
で
食
べ
る
パ
イ
ン
チ
ェ
ン
を
作

り
ま
す
。
パ
イ
ン
チ
ェ
ン
は
、
四
角
い
形
を
し
た
大
き
な

チ
マ
キ
で
す
。
ゾ
ン
と
い
う
大
き
な
葉
に
、
も
ち
米
と
豚

肉

・
緑
豆
を
入
れ
て
包
み
、
８
時
間
く
ら
い
蒸
し
た
も
の

で
す
。
た
く
さ
ん
作
り
ま
す
。
家
に
よ
っ
て
、
味
が
少
し

ず
つ
異
な
り
ま
す
。
お
ふ
く
ろ
の
味
で
す
。

２
月
１０
日
。
朝
、
ミ
サ
に
与
り
ま
す
。
こ
の
日
は
平
和

の
た
め
に
祈
り
ま
す
。
世
界
の
平
和
、
国
の
平
和
、
家
族

の
平
和
。
ミ
サ
の
後
、
実
家
に
子
ど
も
達
家
族
が
集
ま
り

ま
す
。
両
親
に
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
し
て

一
緒
に
食
事
を

し
ま
す
。
パ
イ
ン
チ
ェ
ン
を
食
べ
ま
す
。
お
酒
も
飲
み
ま
す
。

両
親
は
、
孫
た
ち
に
お
年
玉
を
あ
げ
ま
す
。
私
も
甥

や
姪
に
あ
げ
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
家
族
集
ま
っ
て
楽
し
い

時
を
過
ご
し
ま
す
。

２
月
Ｈ
日
朝
、
ミ
サ
に
与
り
ま
す
。
こ
の
日
は
親
の
た

め
に
祈
り
ま
す
。
ミ
サ
の
後
、
お
墓
参
り
に
行
き
ま
す
。

そ
し
て
兄
弟
姉
妹
の
家
に
行
き
ま
す
。
昨
日
、
両
親

の
家
で
会
い
、　
一
緒
に
食
事
を
し
た
け
れ
ど
、
こ
の
日
は

兄
弟
の
家
に
行
っ
て
食
事
を
し
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し

ま
す
。
兄
弟
が
多
か
っ
た
り
、
遠
方
に
い
た
り
す
る
と
、

あ
ち
こ
ち
に
移
動
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
と
て
も
忙

し
い
で
す
。

２
月
１２
日
朝
、
ミ
サ
に
与
り
ま
す
。
こ
の
日
は
仕
事
の

た
め
に
祈
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
友
達
の
家
や
恩
師
の
家
、

隣
の
家
を
訪
ね
て
正
月
の
挨
拶
を
し
、
そ
の
家
で
食
事
を

し
ま
す
。

仏
教
徒
は
、
も
ち
ろ
ん
お
寺
に
お
参
り
に
行
き
ま
す
。

私
た
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
、
正
月
の
三
日
間
、
教
会
で

ミ
サ
に
与
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
で
祈
る
こ
と
が
正
月
の

一
番
大
事
な
こ
と
で
す
。

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ

フ
ア
ム

バ
ン

チ
ュ
エ
ン
神
父

こ
=二
ここ
=L

〔ミサ時間〕主日:7時・9時 30分/ベ トナム語 (第 2・ 第4日曜日):14時 /英語 :16時

い―ムヘ
・―シ〕 http://、ww.dahyomach― c.o劇p/

〒810-0041 福岡市中央区大名2-7-7〔巡〕能古島カトリック教会 ミサ (土)18時
臨 :092-741-3687 F班 741-5107      〒819-0012 西区能古弁当 1621-12
発行責任者 :中村彰神父
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福岡教 区年間 目標 :出向いて行 く教会 となる
大名町教会年間テーマ :出向いて行 く教会 とな る [
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2024年 1月 (No.226) カトリック大名町教会ニュース (2)

主
の
ご
降
誕
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

の

１２

月

日

の

に
約
１
０
３
０
人
、
２５
日
の
ミ
サ
に
約
３
４
０

人
が
与
り
ま
し
た
。
雨
の
中
を
千
人
を
超
え
る

人
が
集
ま
っ
た
の
は
、
神
さ
ま
が
私
た
ち
の
救

い
の
た
め
に
ひ
と
り
子
を
お
つ
か
わ
し
に
な

っ

た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
平
和
を
祈
る
強
い
思
い

が
あ

つ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

司
教
様
は
ミ
サ
の
中
で
、
神
さ
ま
が
ひ
と
り

子
を
人
間
の
救
い
主
と
し
て
お
与
え
に
な
る
こ

と
は
２
７
０
０
年
前
の
イ
ザ
ヤ
の
預
言
に
あ
る

こ
と
、
捕
虜
に
な

っ

て
苦
し
ん
で
い
る

々
に
イ
ザ
ヤ
は
、

希
望
を
失

っ
て
は

な
ら
な

い
と
説

い

た

こ
と
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
今
の

パ

レ
ス
チ
ナ

の
状

況
か
ら

「教
皇
ヨ
ハ

ネ
パ
ウ

ロ
２
世
は
、

広
島
で

『
戦
争
は
人

間
の
仕
業
で
す
。
戦
争
は
死
で
す
。』
と
言
わ

れ
た
。」
と
話
さ
れ
、
「憎
し
み
は
愛
し
か
い
や

せ
な
い
。
今
年
の
ベ
ト
レ
ヘ
ム
で
は
、
イ
エ
ス

様
は
瓦
礫
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
」。
「羊
飼
い

た
ち
は
天
使
の
言
葉
に
非
常
に
恐
れ
た
が
、
出

向
い
て
行
っ
た
。
神
を
賛
美
し
な
が
ら
、
喜
ん

で
帰
っ
て
い
っ
た
。
私
た
ち
も
イ
エ
ス
に
会
う

た
め
に
馬
小
屋
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
和
を
愛
し
、
平
和
を
作
り
上
げ
て
い
く
人
間

に
変
え
ら
れ
て
い
く
。
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

特
に
、
平
和
の
た
め
に
祈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
サ
の
後
、
久
し
ぶ
り
に
会

っ
た
人
と
の
再

会
の
喜
び
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
多
く
の
外
国

籍
の
人
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

平
和
を
祈
る
静
寂
と
イ
エ
ス
様
が
お
生
ま
れ

に
な

っ
た
喜
び
に
満
ち
た
ミ
サ
で
し
た
。
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クレースマス
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外は雨。聖堂でのクリ
スマスキャロル。ハンド
ベルも使って。聖堂での

クリスマスキャロルも素
敵ですね。
*一生懸命うたいました。

`  1電ゃ.手は 子ども達にプレゼントを手渡す司教さま

イエスさまをお迎えしました I

みんなで祈り みんなで奉仕 それは みんなの喜び

待降節の日曜日ごとに1本ずつ火を灯
しました。最後のロウツクは「白」。
光がやってきます。「アドベンツ」は、
キリストの到来。ラテン語。

毎週、預言者の
ことばを伝えます。

イエス様をお迎えするために、
お掃除、お掃除

*.「僕も頑張ってます。」

道行く人々に、平和の主であるイエス
さまのことをお知らせしたい。

主
日
の
ミ
サ
が
始

ま
る
前
（９
時
よ
り
）

に
、
１
階
講
堂
で
、

そ
の
日
の
聖
歌
を
練

習
。
ミ
サ
の
後
に
は
、

次
週
や
新
し
い
聖
歌

な
ど
を
、
聖
堂
で
練

習
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
も
ご
一
緒

に
聖
歌
で
祈
り
を
捧

げ
ま
せ
ん
か
。

い
つ
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。聖
歌
隊

周
の
十
き
夢
ん
で
い
た
人
は
、
ス
い
な
る

え
を
鬼
た
。
ひ
と
り
の
み
ど
り
ご
が
、
お

た
ち
の
た
め
に
豊
‡
（
た
。

（
イ
ザ

ヤ
書

　
９
・
１
・
５
）
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ベ
ト
ナ
ム
の
人

■

９
０
人
集

て
、
チ

ュ
エ

父
司
式
で
ミ

さ
さ
げ
ま
し

救
い
主
の
誕

祝
い
、
毎
日

一さ
ま
の
お
恵

感
謝
し
ま
し

帰
り
た
く
て

か
な
か
帰
れ

母
国
に
い
る

や
大
切
な
人

一の
こ
と
を
思

い
、

一幸
せ
と
平
和
を
祈

り
ま
し
た
。
世
界
の
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

祈
り
を
と
て
も
大
切
に
す
る
人
た
ち
に
、
神

さ
ま
の
お
意
み
が
豊
か
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（チ
ュ
エ
ン
神
父
）

約
１
７
０
人
が
、
大
楠
教
会
の
パ
ウ
ロ
神
父

様
司
式
の
ご
ミ
サ
に
与
り
ま
し
た
。
神
父
様

は
飼
い
葉
桶
の

中
の
イ
エ
ス
様

の
こ
と
を
説
明

し
、
み
ん
な
で

平
和
を
祈
り
ま

し
た
。

最
後
に
韓
国
の

バ
グ
パ
イ
プ
奏
者

r・圏
一一”

爾 :

い な
°
に神 を

°
を神 っ約「

ア
メ
イ
ジ

ン

・
グ

レ
イ

ス
」

演
奏
し
、
ウ
ク

イ
ナ
出
身
の
人

―
祈
り
、
支
援

て
く
れ
た
人

へ

の
感
謝
の
言
葉
を

べ
ま
し
た
。

（
ア
ン
ナ

。
ル
ー
）

１１
月
２６
日

（日
）
の
ミ
サ
の
後
、
教
会
共
同

体
の
行
事
と
し
て
行
頭
募
金
を
行

っ
た
。

大
名
町
教
会
の
宣
教
司
牧
評
議
会
委
員
、
教

会
学
校
ス
タ
ツ
フ
と
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
や

信
徒
が
、
天
神
界
隈
の
４
か
所
に
立

っ
た
。

子
ど
も
た
ち

「
ウ

ク

ラ
イ

の
子
ど
も
た

へ
の
募
金
を

ね
が
い
し
ま

す
！
」
と

い

大
き
な
声
に

え
る
よ
いつ
に

金
し
て
く
だ

る
人
、
同
じ

齢
く
ら
い
の

子
に
お
金

一た
せ
て
く

る
人
な
ど
。

昼
過
ぎ
に
教
会
に
戻

っ
て
き
た
み
ん
な
を
、

パ
ン
と
温
か
い
飲
み
物
を
用
意
し
て
評
議
員
、

信
徒
の
方
が
待
つ
て
い
た
。
パ
ン
を
ほ
お
ば
る

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
た
。

こ
の
温
か
い
募
金
は
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ヤ
パ
ン

を
通
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
送
ら
れ
る
。
街
頭

募
金
で
集
ま

っ
た
金
額
は
７
１
、
５
２
９
円
、

聖
堂
で
の
信
徒
の
募
金
１
９
、
７
６
６
円
、
英

語
ミ
サ
参
加
者
か
ら
５
９
、
３
９
６
円
、
計

１
５
０
、
６
９
１
円
。

街
頭
募
金
に
立

っ
て
い
た
だ
い
た
方
、
募
金

し
て
い
た
だ
い
た
方
、
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

のｉ，ナ
，”
″
持

る
、
そ
こ

け
ば
友
が
い
る
、
そ
ん
な
居
場
所
が
ほ
し
い
と

い
う
願
い
の
も
と
、
大
名
町
教
会
の
１
階
に
青

、
　
い

つ

年
セ
ン
タ
ー

（仮
）

設
置
さ
せ
て
頂
く
こ

に
な
り
ま
し
た
。
正
式

名
称
は
検
討
中
。
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
予
定
で

４
月
２８
日
に
オ
ー
プ
ン

記
念

ミ
サ

”乱

パ
ー

テ
イ
ー
を
行
い
ま
す
。
一

先

日
３
週
間

ど
週
２
日
予

練
習
。

１２
月

日
、
最
終

日

ク
リ

ス

マ
ス

で
は
、

１６
名

集

い
大
盛
況

し
た
。
青
年

の
な

か

ま

た

ち

と
集
う
こ
と
は
、
小
教
区
や
社
会
で
頑
張
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
な
か
ま
を
通
し
て
イ

エ
ス
様
が
共
に
い
る
と
確
信
で
き
ま
す
。
そ
ん

な
気
持
ち
を
分
か
ち
合
え
る
場
所
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
ど
う
ぞ
お

祈
り
く
だ
さ
い
。
ミ
カ
エ
ラ
　
荒
牧
結
花

今
年
で
７４
回
目
を
迎

１２
月
１
日
に
開
催
さ

福
岡
市
民
ク
リ
ス

マ
ス
。
市
内
の
カ
ト
リ

ツ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス

ン
ト
教
会
が
教
派
を

え
て
市
民
を
招
き
、

の
君
、
キ
リ
ス
ト

の
誕
生
を
共
に
喜
び
合

め
の
催
し
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ

の
悲
惨
な
状
況
を
目
に

る
た
び
に
、
終
戦
後

の
困
難
な
時
期
に
第
１

の
想
い
を
未
来
に
引
継

ぐ
使
命
を
重
く
受
け
止
め
ま
す
。
イ
エ
ス
の
降

誕
を
祝
い
、
「光
」
を
待
ち
望
む
人
々
と
と
も

に
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
、
喜
び
の
う
ち
に
祈
り

ま
す
。　
　
　
　
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
　
渡
辺
敏
樹

が
い
る
、
そ
の
中
に
は
６５
歳
以
下
の
方
も
い
て
、

高
齢
者
だ
け
が
罹
患
す
る
も
の
で
は
な
い
。

認
知
症
は
脳
の
病
気
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

「忘
れ
る
」
「間
違
う
」
「分
か
ら
ん
」
「出
来
ん
」

と
い
う
認
知
機
能
の
障
害
が
出
て
く
る
。
様
々

な
行
動
を
起
こ
し
た
り
、
心
理
状
態
に
な

っ
た

り
す
る
。
「
困

っ
た
人
で
は
な
く
、
周
囲
の
適

切
な
対
応
で
、
症
状
は
激
減
す
る
」
「
認
知
症

の
人
は
自
分
自
身
を
変
え
ら
れ
な
い
。
ま
ず
は

あ
な
た
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
」
と
の

言
葉
は
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
で
最
も
大
切

な
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
。参
加
者
の
感
想
に
は
、

認
知
症
の
知
識
を
得
て
よ
か
っ
た
、
認
知
症

へ

の
対
応
を
も

っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
、
介
護
す

る
家
族
が
壊
れ
る
前
に
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

や
施
設
と
か
を
知
り
た
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
。
他
人
ご
と
で
な
く
、
家
族
や
自
分
に
起
こ

り
う
る
こ
と
と
し
て
、
勉
強
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
講
座
で
あ

っ
た
。

嵐攣雪

闇盪 'サ

大
名
町
教
会
宣
教
司

評
議
委
員
会
は
１２
月

３
日

（日
）
ミ
サ
後
、
福

市
社
会
福
祉
協
議
会

の
出
前
講
座

「認
知
症
を

び
地
域
で
支
え
よ
う
」

ま
し
た
。
３７
人

の
受
講
。
講
師
の
岡
本
政

（介
護
福
祉
士
）
は

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

い
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。
福
岡
市
民

１
６
４
万
人
の
中
に
約
４
万
人
の
認
知
症
の
方

開場を前に、感謝の祈りをささげる実行委員のみなさん。

１
１
減
″
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宣
教
司
教
評
蝙
会

（
１２

月

１０

日

）

Ｉ
。

議
題

（１
）降
誕
祭
ミ
サ
準
備
状
況
に
つ
い
て
（典
礼
部
）

１２
月
２４
日
主
日
ミ
サ
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
夜
半

ミ
サ
の
準
備
お
よ
び
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
付
け
の
状

況
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
馬
小
屋
の
飾
り
つ
け

等
は
外
国
語
ミ
サ
の
方
と
共
同
で
行
っ
て
連
帯

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

（２
）
大
掃
除
の
体
制
に
つ
い
て

（美
化
部
）

１２
月
１７
日
ミ
サ
後
の
年
末
の
大
掃
除
に
関
し

て
美
化
部
よ
り
実
施
計
画
の
説
明
が
あ
り
確

認
し
た
。
尚
、
外
国
語
ミ
サ
の
方
と
の
共
働
の

在
り
方
に
つ
い
て
話
合
い
を
持
つ
こ
と
を
今
後
の

課
題
と
す
る
。

（３
）
新
成
人
祝
福
式
と
小
教
区
新
年
会
に
つ
い

て

（行
事
部
）

１
月
７
日
の
新
成
人
祝
福
式
に
つ
い
て
新
成

人
対
象
者
１０
名
に
対
し
案
内
を
出
し
、
出
欠

の
回
答
待
ち
の
状
況
で
あ
る
。
当
日
は
併
せ
て

小
教
区
の
新
年
会
を
行
う
。

（４
）
立
て
看
板
、
掲
示
板
検
討
委
員
会
の
現
状

報
告
と
今
後
に
つ
い
て

第
３
回
立
て
看
板
、
掲
示
板
検
討
委
員
会
に

お
い
て
２
社
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
受
け
た
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
。

検
討
委
員
の
飛
永
さ
ん
に
具
体
的
な
デ
ザ
イ

ン
の
検
討
を
依
頼
し
、
第
４
回

（
１２
月
１３
日
）

時
に
提
案
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

（５
）
広
報
部
に
よ
る
各
部
紹
介
を
う
け
て
の

フ
オ
ロ
ー
に
つ
い
て

（広
報
部
）

教
会
ニ
ュ
ー
ス
ーー
月
号
、
１２
月
号
で
各
部
、
ア

ク
シ
ョ
ン
団
体
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
各
グ
ル
ー

プ
ヘ
の
信
徒
の
参
加
を
促
進
し
組
織
の
形
成
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
、
各
部

。
ア
ク

シ
ョ
ン
団
体
の
紹
介

一
覧
お
よ
び
小
教
区
組
織

図
を
掲
示
板
に
貼
っ
て
、
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

（６
）
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
献
金
と
寄
付
先
に
つ
い
て

（財
務
部
）

。
今
年
度
の
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
献
金
の
寄
付
先

と
し
て
、
ガ
ザ
地
区
人
道
支
援
と
美
野
島
司

牧
セ
ン
タ
ー
支
援
に
各

【８
ｂ
８

円
を
あ
て
る

事
と
す
る
。

。
次
年
度
教
区
へ
の
予
算
申
請
に
つ
い
て

（１
月

末
ま
で
）

次
年
度
教
区
へ
の
予
算
申
請
は
現
在
の
所
、

営
繕
部
に
お
い
て

「電
気
系
統
の
幹
線
工
事
」

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

（７
）
街
頭
募
金
の
振
返
り
に
つ
い
て

（行
事
部
）

１１
月
２６
日

（
日
）
に
行
っ
た
街
頭
募
金
は
、

子
ど
も
１２
人
、
大
人
２５
人
の
参
加
が
あ
り
、

３
Ｐ
３
］
円
が
集
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
つ

て
も
有
意
義
な
活
動
と
な
っ
た
。　
一
方
、
今
後
、

改
善
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
も
振
り
返
り
を
行

っ
た
。

（８
）
塔
屋
漏
水
補
修
工
事
に
つ
い
て

（営
繕
部
）

。
塔
屋
外
壁
面
の
防
水
性
能
強
化
工
事
及
び
４

階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
天
丼
面
の

「
雨
染
み
」

部
分
の
補
修
に
つ
い
て
、
工
事
金
額

Φ
翼
ｏ８

円

（税
込
み
）
が
承
認
さ
れ
た
。

・
営
繕
部
報
告
事
項

①
過
去
の
工
事
履
歴
を
１０
冊
に
ま
と
め
て
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
し
直
し
、
保
管
場
所
を
決
め
て
閲
覧

出
来
る
様
に
し
た
。

②

「
司
祭
室
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
工
事
は
い
ｏヾ

年
２
月
１３
日

（火
）
～
２
月
２４
日

（土
）
に

行
う
こ
と
と
し
、
工
事
内
容
，
仕
様
等
の
報

告
が
あ
っ
た
。

（９
）
行
事
企
画
申
請
書
に
つ
い
て

教
区
行
事
等
他
様
々
な
企
画
に
つ
い
て
共
同

体
と
し
て
の
一
致
の
内
に
円
滑
な
遂
行
を
図
る

た
め
、
「
施
設
使
用
の
申
請
書
」
の
書
式
を
、

評
議
会
に
お
け
る
審
議
に
も
活
用
す
る
こ
と
と

す

る

Ⅱ
．
報
告
事
項

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
現
状
報
告
と
今
後
に
つ
い
て

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
２
か
月
程
か
け
て

作
成
す
る
。
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
教
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
連
動
性
や
ス
マ
ホ
ヘ
の
対
応
を

考
慮
し
て
誰
で
も
が
更
新
で
き
る
よ
う
に
改
善

を
目
指
す
。

②
ｌ
月
２１
日
シ
ノ
ド
ス
的
実
践

「
共
に
歩
む
教

会
―
交
わ
リ
ー
」
の
学
習
会

（第
１
回
）
に
つ

い
て

＊
本
件
は
、
今
、
シ
ノ
ド
ス
で
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る

「共
に
歩
む
教
会
」
（交
わ
り
）、
（参
加
）、

（福
音
宣
教
）
の
実
践
に
向
け
て
、
教
区
養
成

チ
ー
ム
の
協
力
を
得
な
が
ら
大
名
町
教
会
主

催
で
行
う
計
３
回
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

③
ｌ
月
１４
日
の
教
区
財
政
の
地
区
報
告
会
に
大

名
町
教
会
か
ら
吉
田
会
長
、
高
木
さ
ん

（財

務
部
）
２
名
が
出
席
す
る
。

④

ｌ２
月
３
日
宣
教
地
召
命
促
進
の
日
献
金

いいいいいヽ

回Ｈ

⑤
ｌ２
月
１０
日
福
島
の
り
ん
ご
販
売

（ガ
ザ
地
区

人
道
支
援
）
Ｐ
８
ｏ
円

隆
脩

一層

一

蓼

褥

暦“

饒

一饉

「

大

名

町

教

会

の
現

勢

（Ｈ
月
２６
日
～
１２
月
”
日
）

【転
入
】
よ
う
こ
そ

。
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
　
小
堀
　
雅
子

（鹿
児
島

。
大
熊
よ
り
）

【転
出
】

お
元
気
で

。
ヨ
ア
ン
ナ
　
　
岩
川
　
百
合
子

（福
岡

。
西
新

へ
）

【
帰
天
】
永
遠
の
安
息
を
お
祈
り
し
ま
す

１２
月
２２
日

・
ペ
ト
ロ
　
　
　
一二
浦
　
啓
作

大

切

な

も

の

祈
り
、
信
仰
の
喜
び
、
大
切
さ
を

「歌
」
で

教
え
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
、
２
０
１
７
年
に
帰

天
さ
れ
た
声
楽
の
師
　
ベ
ル
タ
ニ
ョ
リ
オ
神
父

様
で
す
。神
父
様
は
１
９
５
０
年
に
来
日
さ
れ
、

司
祭

。
音
楽
大
学
の
声
楽
教
授
と
し
て
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
や
歌
曲
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ

様
々
な
演
奏
会
を
企
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
神
父

様
が
大
切
に
さ
れ
て
い
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア

の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
集
め
て
の
演
奏
会
、

「
歌
」
で
の
宣
教
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
ク

リ
ス
マ
ス
に
は
新
し
い
歌
が
毎
年
何
曲
も
作
ら

れ
、
国
中
で
歌
わ
れ
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝

っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
神
父
様
は
そ
れ
ら
を
取
り
寄

せ
て
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
愛
は
大
き
い
ほ
ど
慎
ま
し
く
あ
な
た
が
見

返
り
を
期
待
せ
ず
与
え
る
な
ら
、
多
く
の
愛
を

手
に
入
れ
る
で
し
ょ
う
。
喜
び
の
種
を
蒔
き
な

さ
い
。
愛
の
種
を
ま
き
、
誠
実
さ
の
種
を
蒔
き

な
さ
い
。
心
を
費
や
し
、
人
生
を
費
や
し
、
持

っ
て
い
る
も
の
を
全
て
費
や
し
な
さ
い
。
そ
う

す
れ
ば
真
実

の
愛
が
生
ま
れ
る
で
し
よ
う
」

（喜
び
を
蒔
き
な
さ
い
）

「
全
て
の
物
語
の
中
で
最
も
素
晴
ら
し
い
物

語
。
た
だ
愛
に
よ

っ
て
の
み
作
ら
れ
た
物
語
。

あ
る
冬
の
夜
、
貧
し
さ
の
中
で
生
ま
れ
た
神
の

子
が
語
る
物
語
」
　

　

　

（偉
大
な
る
物
語
）

こ
の
よ
う
な
詩
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
歌

っ
て
い
る
と
涙
が
溢
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
に
幸
せ
だ

ろ
う
と
。
で
も
出
来
な
い
。
だ
か
ら
心
が
洗
わ

れ
て
い
く
よ
う
に
、
も
つ
と
も
つ
と
歌
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

歌
は
、
特
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
は
、
神
様
と

祈
り
と
愛
す
る
人
た
ち
、
心
の
中
に
生
き
続
け

る
人
た
ち
を
強
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
大
切
な

も
の
で
す
。
　
　
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ

岡
本
峰
世


